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近畿大学原子炉
UTR-KINKI

UTR: University Teaching and Research Reactor

• 大学における教育訓練用に設計・製造された原子炉。

• 定格熱出力1ワットのきわめて安全な原子炉。

• 原子力を専攻する学生だけでなく、理科教員や一般市民が運
転を体験できる貴重な原子炉。
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UTR-KINKIの外観
（直径約4 m X 高さ約2 m）

1ワット君

• 1961年11月11日初臨界。
• 日本初の民間原子炉。



近畿大学原子炉の利用

教育利用

• 高等教育：原子炉実習（国内の学部生・大学院生、高専生：年間約200名）。

• 中等教育：中学・高校の理科教員、高校生対象の研修会。

• その他：企業研修、外国人技術者・研究者の研修など。

• 施設見学（年間1000人程度）

研究利用

• 近大教員・学生による利用のほか、国内の大学・研究機関の研究者による共
同利用を実施（年間20-25課題）
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150 原子炉利用日数の推移

• 運転日数は年間約120日。

• 保守・点検・検査・訓練等を除
きほぼ毎日利用されている。

• マシンタイムがひっ迫する状
況が続いている。
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目的 「原子炉」を実際に見て、触れて、運転し、さらに放射
線に関する基礎的な実験を体験することによって、原子
炉・放射線についての科学的な知識を習得し、教育現場で
役立てていただくこと。

• 昭和62年（1987年）から開始。
• 平成24年（2012年）度から中学理科に「放射線」が取り入れられた
ことを受けて、近年は放射線教育を充実させている。

• 日本原子力産業協会、関西原子力懇談会との共催。
• 令和4年（2022年）度の実施状況

◆定員16名／回
◆2日コース（原産協会と共催）：7月26-27日、8月4-5日
◆1日コース（関原懇と共催）：8月25日、8月3日、3月29日（予定）
◆オンライン原子炉見学会（原産協会と共催）：8月2日

理科教員対象の原子炉実験研修会
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募集案内のパンフレット



実習スケジュール（2日コース）
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1日目 2日目

9:30 【講義】 保安教育

10:30 開会挨拶・スケジュール説明等 10:10 【見学】 原子炉見学

10:45 【講義】 放射線の基礎 11:20 【講義】 原子炉の基礎

11:45 昼食 12:20 昼食

12:35 【実習】 霧箱の製作 13:10 【実習】 原子炉運転

13:45 【講義】 放射線の利用 15:20 【実習】 中性子ラジオグラフィ

14:55 【実習】 放射線の測定 16:20 質疑応答・アンケート記入
修了証授与

16:35 【講義】 放射線の健康影響

17:35 質疑応答・意見交換 16:50 2日目終了

18:00 1日目終了
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中性子ラジオグラフィ X線ラジオグラフィ
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

研修後

研修前 自信がない ほとんど自信がない 少し自信がある

少し自信がある 自信がある

生徒に対して放射線や原子力について教える場合



中学生・高校生を対象とした研修会

夏のリコチャレ2022（原産協会・関原懇と共催、7/29）
• 女子中高生を対象としたイベント
• 原子炉の見学と原子力発電所ボードゲーム

高校生を対象とした原子炉実験研修会
• 近畿大学付属高等学校（7/14、34名）
• 和歌山県立海南高等学校（10/24-25、40名）
• 大阪府立大手前高等学校（12/8、20名）

中学生・高校生向け原子炉実験運転見学会（関原懇と共催）
• 11/3（祝）、定員16名で募集。
• 定員を上回る応募があり、保護者、引率教員も参加。
• 参加者数：20名（中1×1名、中2×5名、中3×3名、高1×1名、
高2×5名、教員×3名、保護者×2名）

• 参加者を対象に、関西電力美浜発電所の見学会を実施（1/6）。
• 3/28、30にも開催予定。 10



中学生・高校生を対象とした研修会
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スケジュール

10:00 集合・開会挨拶・注意事項

10:10 【講義】 保安教育

10:40 【見学】 原子炉見学

11:40 昼食

12:25 【講義】 原子炉の基礎

12:55 【実習】 原子炉運転見学

【実習】 中性子ラジオグラフィ

14:55 休憩

15:05 【講義】 日本のエネルギー事情

15:35 質疑応答・アンケート・解散

参加の動機：

「原子炉を見る機会はなかなかない
から」
• 中学生

「原子や核などの小さい世界や力に
興味があった」

「原子炉のしくみや制御法を知りた
い」

「小学生の頃から原子力に興味を
持っていて、原子力発電や原子炉の
ことを調べていくにつれ、実物を運転
しているところ見たくなった」

「放射線技師の仕事に興味があり、
放射線について知りたい」
• 高校生
「核融合に興味があった」
「原子炉にもともと興味があった」
「原子炉の原理を知りたいと思った」
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• 現在の中学・高校の理科教科書は、放射線や原子力に関する
記述が以前と比べて大変充実したものとなっている。

• しかし、それを教える教員は放射線や原子力について学んだ経
験がなく、知識や経験が乏しく自信がないという声を聞くことが
多い。

• わずか1日または2日間の研修会であるが、自分の手で運転・実

験し、専門家に質問して日ごろの疑問を解消することで、参加し
た教員が生徒に教える際の自信につながることを期待している。

• 新しい教科書で学んだ生徒の中には、放射線や原子力に強い
関心を持つ生徒も生まれているはず。

• このような生徒の興味・関心に応える活動として中学生・高校生
向けの研修会を継続し、次世代の育成につなげていきたい。
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おわりに



原子力研究所のホームページ

https://www.kindai.ac.jp/rd/research-center/aeri/

→ お問い合わせはお気軽に genken@itp.kindai.ac.jpまで
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